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住　　居

　目的　近年は冷房機器の普及により、夏季の住宅内環境は快適になっているが、家庭の
労働空間である台所については、主婦などが多くの時間を費やす場所にもかかわらず、火

気を使用することもあり、未だ熱環境的には十分であるとはいえない。そこで、台所熱環
境の実測調査を行うことにより、現状を把握し、問題点を明らかにすることを目的とする。

　方法　1999年の梅雨季および夏季に、データロガーを使用し、台所数ヶ所の温湿度を
一週間程度自動記録し、その間の居住者の台所の滞在時間、調理機器の使用状況を記録用

紙に記入させた。対象とした住宅は３世代が同居する木造住宅、核家族の木造パネル住宅
および独り暮らしの木造アパートである。

　結果　各住宅とも台所で冷房器具を使用している例はなく、このため調理を行っていな
い時間帯は、室温は外気に影響を受けて変動している。調理時にはガスコンロの近辺で温

度上昇がみられたが、特に3世代家族の場合は調理に要ナる時間が多く、またその量も多
いため温度上昇が顕著に現れた。特にコンロ付近の垂直温度分布は、120cmを越えると高

くなり、天井付近では50 °C近くになることもあった。相対湿度については、梅雨季・夏
季ともに各住宅とも調理時の上昇はみられなかった。この時期の調理内容は、焼く・炒め
ることが多く水蒸気の発生が少ないことも理由の一つと考えられるが、一度、換気扇をつ

けずに調理を行った日があり、この場合は居間と比較して約20 %の相対湿度の上昇がみ
られた。換気扇による水蒸気の処理はどの住宅でも機能しているようであるが、熱の処理

は十分ではないようであり、調理時については不満を訴える家庭もみられた。

I Kp- 6　　和室の空間構成が室内雰囲気に及ぼす影響に関する実験的検討
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　【目的】書院や違い棚などは伝統的な和室の空間構成要素として挙げられるが、近年こ

れらをもつ和室が新たに設けられることは珍しくなってきた。一方、新しい要素を加味

した和室もみられるようになってきた。本研究では、和室の空間構成要素の視覚的効果

を明かにすることを目的として実験的検討を行った。

　【方法】空間構成要素の変化要因として床の間の有無、壁面・襖、欄間の有無、1帖

畳・半帖縁無畳、室周囲の板敷部分の有無、工法を取り上げた。これらの構成要素の異

なる組合せ26通りを、和室の1/10縮尺模型(10帖大)で作成し、その写真を撮影しパソ

コンに取り込み画像処理を行って評価対象とした、ＣＲＴ画面に呈示した評価対象を、

21の形容詞対について７段階SD法により被験者(学生・主婦)に評価させた。得られた

データをもとに平均値プロフィールによる比較、因子分析を行った。

　【結果】再現性の得られた被験者のデータをもとに分析を行った。縁無し半帖畳は、縁

有１帖畳より広さ感が得られ、現代的な印象を与える。床の間があり真壁工法で襖が多

いほど伝統的な印象を与える、また室の周りに板敷き部分がある・欄間があると広く感

じられる、壁面が多いと評価が悪＜なる、これらの空間構成要素は、＜現代性＞＜活動

性＞に大きな関わりをもつことが明らかになった。
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